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《短　報》

骨悪性腫瘍と軟部組織悪性腫瘍の67Gaシンチグラムと

　　　　　　　　　　　　　MRI所見の分析

白土 誠＊・†　安河内　浩＊ 東　　静香＊ 高橋貞一郎＊＊

　要旨骨悪性腫瘍11例と軟畠1悪性腫瘍11例における67GaシンチグラムとMRI所見の特徴を分析した．

　骨肉腫におて67Gaシンチグラムは高集積を示しMRIはT1強調画像で低信号レベルを示した．　T2強調

画像では高信号レベルを示す症例があったが明瞭な特徴は認めなかった．

　軟骨肉腫は中程度の67Ga集積を示し，　Tlで比較的低信号レベル，　T2で高信号レベルを示した．　Ewing

肉腫は67Ga集積は低く，またMRIは中信号レベルであった．軟部悪性腫瘍は骨悪性腫瘍よりも6？Ga集

積は概して低い結果であった．悪性線維性組織球腫は中程度の67GaとT1低信号レベル，　T2で高信号レベ

ルを示した．

　脂肪肉腫は67Ga集積は低く，Tl中信号レベル，　T2で高信号レベルを示した．

　これらの特徴を理解するために得られた結果の三次元表示を試みた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（核医学29：635－638，1992）

L　緒　　言

　骨および軟部の悪性腫瘍の画像診断には単純X

線撮影，血管撮影，CT，　Rlシンチグラフィなど

があげられるが従来の検査法だけでは必ずしも十

分満足のいく情報量は得られなかった．こうした

現状の中Magnetic　Resonance　Imaging（以下

MRDの出現により，より満足のいく情報が得ら

れるようになってきたト6｝．ここでは，従来より

用いられてきた67GaシンチグラフィとMRIの

所見を分析しその特徴像の抽出を試みた．
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H・対象と方法

　対象は1987年12月より1990年11月までに，

帝京大学医学部附属病院で67Gaシンチグラフィ

とMRIの両検査が行われた骨悪性腫瘍11例およ

び軟部組織悪性腫瘍11例である．全例病理診断に

て診断は確定されている．

　症例の内訳は骨腫瘍では骨肉腫7例，軟骨肉腫

2例，Ewing肉腫2例，軟部腫瘍では悪性線維性

組織球腫（以下MFH）3例，脂肪肉腫3例，滑膜

肉腫2例，横絞筋肉腫1例，平滑筋肉腫1例，

Ewing肉腫1例である．

　この平滑筋肉腫は子宮原発であり，整形外科的

な意味での軟部腫瘍には入らないが，性格的に類

似していると考えて加えた．

　撮影装置は，MRIが日立製MRP－20，0．2テス

ラを用いてスピンエコー法にて撮影した．MRI

のエコー時間（TE），繰り返し時間（TR）はT1強
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　Table　l　Scores，　histopathology　and　site　of　tumors

Bone　tumors

Case
　　67Ga　TI　T2No．

1　　4　　2

2　　2　　2

3　　4　　2

4　　4　　2

5　　3　　1

6　　4　　1

7　　4　　1

8　　2　　2

9　　3　　2

10　　2　　3

11　　2　　2

Soft　tissue　tumors

Histology

3　0steosarcoma

4　0steosarcoma

2　0steosarcoma

2　0steosarcoma

2　0steosarcoma

3　0steosarcoma

4　0steosarcoma

4　chondrosarcoma

3　chondrosarcoma
3　Ewing　sarcoma

2　Ewing　sarcoma

Site

Femur
Femur
Femur
Femur
tibia

fibula

humerus

humerus

pubic　bone

fibula

pubic　bone

Table　2　Average　score　of　each　tumor　with　standard

　　　　deviation

Bone　tumors

OSteOSarCOma

chondrosarcoma

Ewing　sarcoma

　Total

67Ga

Soft　tissue　tumors

ぽ67G・TIT・ Histology

7　　3．6：」：0．7

22．5土0．5
2　2．0

ll　　3．1土0．9

　Tl　　　T2
L6土0．5　3．0土0．8

2．0　　　　　3．5：ヒ0．5

2．5土0．5　　2．5土0．5

L8土0．6　3．0土0．7

Site

MFH
liposarcoma

synovial　sa．

myosarcoma
Ewing　sarcoma

　Total

「

」
3
〔
∠
〔
∠
111

67Ga

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1
　1

3
3
2
1
1
2
2
2
1
1
2

3
3
2
2
3
2
3
1
2
3
3

4
4
3
4
4
4
3
1
2
3
4

MFH
MFH
MFH
liposarcoma

liposarcoma

liposarcoma

SynOVial　SarCOma

SynOVial　SarCOma

thigh

thigh

peMs
knee

thigh

retroperltoneum

forearm
foot

rhabdomyosarcoma　thigh

leiOmyOSarcOma　　UterUs

Ewing　sarcoma　　shoulder

Ga二Score　1：equal　to　muscle　density，　Score　2：more

than　muscle　but　less　than　liver，　Score　3：equal　to　liver

density，　Score　4：more　than　liver　density

MRI；1：less　than　muscle　intensity，2：muscle　inten－

sity，3：1ess　than　fat　and　more　than　muscle，4：fat

lntenSlty

MFH：malignant　fibrous　histiocytoma

調画像は500／38，T2強調画像は2，000／110で撮影

を行った．67Gaシンチグラムは67Ga－citrate約

70MBq投与48時間後に東芝90B－EIIを用い，中

エネルギーコリメータ（RGC－94A）で全身スキャ

ンおよび局所スキャンを行った．

　判定は67Gaシンチグラムはその集積度を肝

臓・筋肉を基準に肝より高濃度，肝濃度，筋肉な

いし肝濃度，筋濃度の4段階スコアとした．同様

にMRIでも信号強度をT1・T2とも筋肉・脂肪を

基準に比較し脂肪強度，筋ないし脂肪強度，筋強

2．7土0．5

1．3士0．5

2．0

1．0

2．O

L8±0．7

　TI　　　T2
2．7土O．5　　3．7土0．5

2．3土0．5　4．0

2．0：ヒ1．0　　2．0土LO

2．5：ヒ0．5　2．5土0．5

3．0　　　4．0

2．5：｛：0．7　　3．3土LO

度，筋強度以下の4段階のスコアとした．これら

の値から各腫瘍ごとにスコアの単純平均値と標準

偏差値を求めた．

　これらの情報をより視覚的に理解するため三次

元表示を行った．

III．結 果

　結果は臨床情報とともにTables　l，2に示した．

　骨肉腫7例において67Gaシンチグラムは高い

集積度を示した（3．6土0．4）．MRIは，　T1強調画

像において主に低信号レベル（1・6±二〇・5）として表

現された．また，T2強調画像はあまりはっきり

とした特徴は認められないものの（3．0土0．8），一

部に高信号レベルを示す症例が認められた7）．

　軟骨肉腫2例においては骨肉腫と際立った特徴

の違いは認められないものの，中程度の67Ga－

citrateの集積を認め，　T1強調画像で比較的低信

号レベル，T2強調画像で高信号レベルを示した．

　Ewing肉腫2例においては前二者とは大きく異

なり，67Ga－citrateの集積は低く，　MR1では中信

号レベルであった8）．

　軟部組織腫瘍では，一般的な特徴として骨腫瘍

に比較して，67Ga－citrateの集積が低かった（1．8

±O．7），
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Three　dimensional　score　demonstration　in　ma・

lignant　bone　tumors．　OS：osteosarcoma，　EW：

EWing’s　sarcoma，　CS：chondrosarcoma

T1
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　　　synovial　sar◎oma，　MS：leiomyosarcoma　and
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　MFH　3例において67Ga・citrateの集積は中程

度（2．7土0．5）を示し，MRIはT1強調画像で低信

号レベル，T2強調画像は高信号レベルを示した．

　脂肪肉腫3例においては67Ga－citrateの集積は

低く（1．3土0．5），MRIはT1強調画像で中信号レ

ベル（2．3±0．5），T2強調画像で高信号レベル（4．0）

を示した．

　得られた情報の三次元表示はFigs．1，2に示し

た．

IV．考　　察

　骨および軟部組織悪性腫瘍の診断の一助として

67GaシンチグラムとMRIの所見を分析した．

　67Gaシンチグラムでは骨肉腫が比較的高いRI

集積度を示した？）．MRIではT1強調画像では低

信号レベルの骨髄内進展をよく表現していた9）．

また，T2強調画像ではあまりはっきりとした特

徴は認められないものの，一部に高信号を示す症

例が認められた．これは，骨肉腫細胞の骨外増生

の結果と思われる．これはFig．1でも明らかなよ

うに67Gaシンチグラムが骨肉腫の存在診断に有

用であり，MRIによってその浸潤範囲を正確に

把握できると思われる3・？）．

　軟部組織腫瘍に関しては，67Gaシンチグラム

は集積度の点からいえば，MFHを除いて特徴的

な所見は認められなかった．他の軟部組織腫瘍で

はMRIが有用であり，特に脂肪肉腫の診断に有

用であった11～14）．

　MFHに関しては，　MRIではT1強調画像で中

程度，T2強調画像でやや高信号と悪性腫瘍の一

般的な傾向しか認められなかった．しかし，軟部

組織腫瘍の中では唯一67Gaシンチグラムでやや

高い集積を示している．これを利用してある程度

鑑別は可能と思われる．

　滑膜肉腫，筋性肉腫は67Gaシンチグラムおよ

びMRI両者ともに特徴的な所見は認められなか

った．

　本論文は平成3年2月第34回日本核医学会関東甲信

越地方会で発表した．
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Summary

67Ga　Scintigram　and　MRI　in　Malignant　Bone　Tumors

　　　　　and　Malignant　Soft　Tissue　Tumors

Makoto　SHIRATo，　Hiroshi　YAsuKocHI，　Shizuka　HIGAsHI

　　　　　　　　and　Teiichiro　TAKAHAsHI

Departme〃t　Of　Radiology，　TeikγO仇輌verぷ〃アSchool　of　Medicine

　We　have　analyzed　the　characteristics　of　67Ga

scintigram　and　MRI　in　l　l　malignant　bone　tumors

and　l　l　malignant　soft　tissue　tumors．　Osteosarcoma

showed　a　high　accumulation　in　67Ga　scintigram

and　low　signal　intensity　in　TI　weighted　image．　T2

weighted　image　were　not　characteristic．

　Chondrosarcoma　showed　medium　67Ga　accumu－

lation　and　low　signal　in　TI　weighted　image　and

high　signal　in　T2　weighted　image．　Ewing　sarcoma

showed　low　accumulation　in　67Ga　scan　and

medium　intensity　in　MRI．

　Malignant　soft　tissue　tumors　showed　rather　low

67Ga　accumulation　compared　with　malignant　bone

tumors．　Malignant　fibrous　histiocytoma　showed

medium　accumulation　of　67Ga，　low　signal　in　Tl

weighted　image　and　high　signal　in　T2　weighted

lmage・

　Liposarcoma　showed　low　67Ga　accumulation
and　medium　signal　in　TI　weighted　image　and　high

signal　in　T2　weighted　image．

　To　summarize　these　characteristics，　three　dimen－

sional　display　is　demonstrated．

　Key　words：MRI，67Ga　scintigraphy，　Bone
tumor，　Soft　tissue　tumor．
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